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幼児教育現場における教育のኚ㑄について 

―情報機器を活用した教員の指導法について― 

 

The Transition of Early Childhood Education; Teaching Method 

Using Information Devices 

大ሯ ㈗அ ・ ཎ⏣ ᩗᩥ  
 Takayuki Otsuka   Takafumi Harada 

 ࡵࡌࡣ

幼児期の教育は生涯にわたる学⩦の基┙をᙧ成する㔜要な期である。 

Hekman and Masterov(2007)によると、㉁の㧗い幼児教育の入実㦂をしたࣝࢢーࣉとᮍ実施の

では、そのᚋの学力向ୖや、将来のᡤᚓ向ୖ、㐊ᤕṔのపୗ➼につながることが示されていࣉーࣝࢢ

る。 

ᩥ㒊⛉学┬においても、学びの連続性が㔜要であるとし、保幼小の接続ࣜ࢝キ࣒ࣗࣛ➼の㛤発➼に

ྲྀり⤌ࢇでいる。 

୍方、現௦社会においては、ᑡ子㧗㱋化と㧗度な情報化がຍ㏿度的に進ࡳ、社会コࢽ࣑ࣗテのᅾ

り方も大きࡃኚ化してきている。་⒪や教育の現場においても、情報機器の導入が᥎進され、情報ࣔ

ࣛࣝやࣜテࣛシーといった教育のᚲ要性も㧗まっている。 

小学校や中学校においても、コンピࣗータに触れる機会も多ࡃなり、ᐙᗞにおいても携ᖏ㟁ヰやࢫ

 。れるようになったࡩンなど、情報機器が㌟のᅇりにあ࢛ࣇート࣐

୍方、教育現場においては、SNSやンターࢿットを㏻じた≢⨥やいじめなども㉳きており、こど

も達が情報化社会を生きるための教育が㔜要である。 

情報機器の導入あたっては、教育現場において、㌟㏆なものとして័れぶしませることと合わせ、

その活用法について検ウするᚲ要がある。 

そこで、ᮏ◊究では、子どもをྲྀりᕳࡃ環境のኚ化や、教育ไ度のኚ㑄を明らかにしつつ、生涯に

わたる学⩦の基┙をᙧ成する幼児教育現場に情報機器を導入する方法について考ᐹする。 

また、情報機器の導入にあたり、教師にどのような指導が求められるかについても明らかにしたい。 
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1：Ꮚࡾྲྀࢆࡶᕳࡃ⎔ቃࡢኚ 

子どもの㐟びኚ化は、大きࡃᡓᚋ⯆期（1945㹼1959 年）、㧗度⤒῭成長期（1960 年㹼1974 年）、

            。ศ㢮できるࡃブࣝᔂቯᚋ（1975年㹼）に大きࣂ

1970 年௦を境に大きࡃኚ化する子どもの㐟びであるが、ᡓᚋ⯆期では、␗年㱋集ᅋ、ᆅᇦ集ᅋ

の㐟びの㐟びが中心で、年ᑡ⪅の㐟びを年長⪅がしきる場面がしࡤしࡤあった。 

また、その関ಀの中で、㐟びのఏᢎが行われ、㐟びを㏻して、大ேになるにᚲ要な生活ᩥ化をయᚓ

していった。㐟び場ᡤは、ᒇእの⮬↛✵㛫が中心で、✵きᆅや㊰ᆅというものであった。 

㐟びが、⮬↛㐟びや集ᅋ㐟びを中心に生活⩦័や社会的能力の向ୖにᐤしたと考えられる。ලయ

的には、生活ᢏ⾡、㌟యの使い方、ே㛫関ಀを学ࢇでいった。            

㧗度⤒῭成長期においては、ྠ年௦の➼㉁集ᅋ、ࢫࣛࢡ集ᅋで 4㹼5 ྡ⛬度のࣝࢢーࣉになって㐟

ようになる。ᒇෆእのேᕤ✵㛫が中心となる。これは、㧗度⤒῭成長における、㏻㔞のቑຍ、㧗ࡪ

ᒙᘓ⠏≀のⓏ場で、㐟び場と生活の場がఫࡳศけられたことによるものである。 

ලయ的には、校ᗞ、බ園、児❺㤋などである。␗年㱋集ᅋで㐟ࢇでいたᡓᚋ⯆期とは㐪い、ྠ年

௦のྠじ生活ࢫタࣝの௰㛫と㐟ࡪようになり、୍ ே୍ேがࡕがった౯್ほをもったே達の集まりで

㐟ࢇでいた、௦からすると、コࢣࢽ࣑ࣗーシࣙンのᖜが⊃ࡃなったと考えられる。 

㐟びのෆᐜは、࣏ࢫーࢶ⣔の㐟びが多ࡃなり、ࣝーࣝに基づࡃ㐟びが多ࡃなる。また、1970 年௦

にはࢤ࢜ࢹࣅー࣒がⓏ場し、子ども達の㐟びは、⪅とのࡩれあいがῶᑡしጞめる。 

小ேᩘでも㐟べる㐟びがたࡃさࢇ生まれ、コࢣࢽ࣑ࣗーシࣙンの場が⃭ῶし、⪅⌮ゎをする場が

ῶったといえる。 

1975 年௦以㝆は、┈ࠎ、ᆅᇦ社会がᏙ❧化し、ᐙ᪘も᰾ᐙ᪘化が進ࡴ。㌟㏆に㐟びを教えてࡃれ

るேがいなࡃなり、子ども達の㐟びは、ࢤ࢜ࢹࣅー࣒を中心にᑡேᩘでも成❧するものとなった。㐟

びの集ᅋも⩌⾗化していき、⯆ูの集ᅋへと㌿じる。1㹼2ྡで㐟ࡪことが多ࡃなる。㐟ࡪ場ᡤは、

ᒇෆのேᕤ✵㛫へとኚ化する。これは、㏻㔞のቑຍや、㧗ᒙࣝࣅがቑえただけでなࡃ、児❺にᑐす

る௳も多ࡃなり、ᐙᗞが子どもをእにฟさなࡃなったことも要ᅉである。 

もっࡥら、児❺㤋やᐙᗞෆで㐟ࡪようになる。㐟びの౯್ほもࣝࣗࢽ࣐化されたどⅬになり、ࡳ

 。ぢཷけられたࡃならないといった౯್ほが多ࡤなとྠじでなけれࢇ

このように、1970 年௦の㐟びኚ化をཷけ、子ども達の㐟びの場ᡤ、㐟ࡪ௰㛫、㐟びのෆᐜが子ど

も達にとって、⪅とのコࢣࢽ࣑ࣗーシࣙンの場をዣったといえよう。 

このことにより、㐟びを㏻して学ࢇでいた、生活⩦័や社会的能力を㌟につけることが㞴しࡃなり、

ே㛫ᙧ成ୖᚲ要なయ㦂がḞዴすることになる。 

また、ే せて、ሿやならいࡈとでᛁしࡃなり、ᐙᗞでは、ᐙ᪘とのコࢣࢽ࣑ࣗーシࣙンもῶᑡする。 

⪅とのࡩれ合いで学ࡪべき、ࢯーシࣕࣝࢫキࣝ（おいにあいさつをしたり、ࣝーࣝをᏲる、

⪅への思いやり）などが༑ศなまま育っているといえる。ゝいえれࡤ、㐟びを㏻して、大ேにな
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るためのே㛫ᙧ成にᚲ要なయ㦂がきわめてᑡないことが、現ᅾ社会で㉳きているㅖၥ㢟につながって

いる。 

たとえࡤ、ே㛫関ಀがうまࡃ⠏けࡎ、㌿職を⧞りかえすࣜࣇーターやࢽートのၥ㢟、⪅の③ࡳが

⌮ゎできࡎ、⪅をയつけるやปᝏ≢⨥のၥ㢟などである。 

㐟びには、ᕤኵするᴦしࡳがあり、㌟㏆なものすべてを㐟びにኚえることができる。たとえࡤ、ẁ

ーࢤ࢜ࢹࣅ、ぢえる。しかしながらࡃーࣝやỈなど幼児をほᐹしていると子どもの㐟びのᕤኵがよ࣎

ッࢭࣜ、なったことからぢると、㐀力のḞዴも指できる。またࡃのᬑཬにより㐟びをᕤኵしな࣒

ト࣎タンでやり┤しができるࢤ࢜ࢹࣅー࣒の㈇の㑇⏘として、ᡃ ៏することができない子どもがቑえ

てきている。 

これらのⅬから㚷ࡳてࡳると 1970 年௦を機に、㐟びが集ᅋからಶேへ、㐀からᚑᒓにኚ化した

ことでே㛫ᙧ成ୖᚲ要ࢫキࣝやコࢣࢽ࣑ࣗーシࣙン能力がపୗしたといえる。1) 

࠙⾲  環境と㐟びのኚ化ࡃ子どもをྲྀりᕳ ࠚ1

�รԿ �รԿ

ؔۯ;͍ͨ
क़ঘ、����೧͟Θに͚Δ΄��೧͟Θにͺࢤ෨
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ؔ࣎;͍ͨ
क़ঘ化、����೧͟Θに಼͍ͨ;ؔ࣎が͍ͨ;
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（����೧）
のஇ化ؔ࣎;͍ͨ
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ҮΉでおよ;、か͓ͮͱీࣹの๏がࢤより͍
がස͚͢͵ͮたڧ;ͨ

ࡃܨ 高ౕ成ௗغ ҈ఈʛώϔルغࡃܨ
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͍ͨ;ॄ ΪキগॄかΔಋ学೧ಋ೧ྺॄにҢ行 ಋ学೧ಋ೧ྺॄմର化

ࢤ෨ྚ
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ͱ͏るͮ

ࢤ෨のࣾྚஏଈࣾΉで͠Η、ݺ人
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（ड़ఱʁઍీຮʲࢢʹと͍ͨ;ʳഀآॽవ、����）
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2：ᩍ⫱ไᗘࡢኚ㑄 

 

ᩥ㒊⛉学┬が࿌示する幼稚園における教育ㄢ⛬の基‽のことである。幼稚園教育の基ᮏ、教育ㄢ⛬

の⦅成➼について方針を示し、ᗣ、ே㛫関ಀ、環境、⾲現、ゝⴥのྛ㡯に関する教育のࡡらいとෆ

ᐜなどを定められている。௦⫼ᬒのኚ化にకい、ᗄ度となࡃ改定が行われてきた。 

 

ʴਦ�ʵ༰கԄگүགྷ等รય

দ��೧ק行 ฯүགྷʤช෨ߨקʥ
・ 国と͢ͱ作成͢た࠹初の༰கԄ・ฯ育所・Պఋにおける༰ࣉ教育のघӀ（घӀॽ的性֪のࢾҌ）
・ ༰غࣉのୣのಝ質、生活ࢨ、生活ڧ等にͯ͏ͱմઈ
・ ฯ育಼༲を「ֺ͢͏༰ࣉのݩܨ」と͢ͱߴ��にけͱࣖす

দ��೧ק行 ༰கԄگүགྷʤช෨ฦॄʥ
・ ༰கԄの教育՟ఖのخ६と͢ͱの性֪をಁΉ͓たրવ
・ 学ߏ教育๑に͝ܟる的・ඬに͢たが͏、教育಼༲を「Ή͢͏ݩܨ」（�Ү（健康、社会、自ષ、言語、
ԽֺϨθϞ、ֈժ作）と͢ͱࣖす

・ ঘ学生とのҲؑ性をഓྂ

দ��೧րఙ ༰கԄگүགྷʤช෨ࣖࠄʥ
・ ༰கԄ教育の՟ఖのخ६と͢ͱ֮立（初のࣖࠄ化）
・ 教育಼༲をમ͢、ݬଉと͢ͱ༰கԄर྅Ήでに༰ࣉにࢨする͞とを「Ή͢͏Δ͏」と͢ͱࣖ
・ �ҮにとΔわΗ͵͏૱合的͵ݩܨや活動により「Δ͏」がୣ成͠Ηるので͍る͞とをࣖ
・ をࣖ͢、༰கԄ教育のಢ自性をҲ֮化「ߴࣆժ作成のཻқܯࢨ;ٶࢨ」

ฑ成ݫ೧րఙ ༰கԄگүགྷ�ช෨ࣖࠄʥ
・ ༰கԄ教育ͺ、༰غࣉのಝ性をಁΉ͓ڧを௪͢ͱ行͑ので͍る」͞とを「༰கԄ教育のخຌ」と͢ͱࣖ
・ ༰கԄ生活のસରを௪͢ͱΔ͏が૱合的にୣ成͠Ηるよ͑、۫ର的͵教育ඬをࣖす「Δ͏」とͨΗをୣ
成するたΌの教ࢥがࢨする「಼༲」をۢพͨ͢の関係を֮化

・ �Үを�Ү（健康、人ؔ関係、ڧ、言ཁ、නݳ）に࠸ฦ成͢理

ฑ成��೧րఙ ༰கԄگүགྷ�ช෨ࣖࠄʥ
・ 教ࢥがܯժ的にڧをߑす΄き͞とや活動のに応ͣͱ༹ʓ͵ༀׄをՎたす΄き͞とを֮化
・ 教育՟ఖをฦ成するࡏにͺ、自ըがլ生͓、他者のଚࡑをқࣟ͢、自己をཊ͢よ͑とするـ持ちが生ΉΗる
༰غࣉのୣのಝ性をಁΉ͓る͞とをࣖ

・ ֦Ү「ཻқߴࣆ」にͯ͏ͱ、ͨの಼༲の॑གྷ性をಁΉ͓、ͨの໌সを「಼༲のखѽ͏」に変ߍ
・ ԋ活動、༮かりฯ育にͯ͏ͱࣖࢩ育ͱࢢ、ܠとの連ߏに、ঘ学「ߴࣆժ作成のཻқܯࢨ」

ฑ成��೧րఙ ༰கԄگүགྷʤช෨Ռ学ࣖࠄʥ
・ ༰ঘのԃ͵ં続を図るたΌ、وқࣟや思考力のլ生͓͵ʹに関するࢨをैࣰ
・ ༰கԄとՊఋの連続性を֮ฯするたΌ、༰ࣉのՊఋでの生活ݩܨにഓྂ͢たࢨやฯޤ者の༰غࣉの教育の理
մをΌるたΌの活動を॑ࢻ

・ ༮かりฯ育の۫ର的͵ཻқߴࣆをࣖすととに、ࢢ育ͱのࢩԋの۫ର的͵活動をྭࣖ

ࢬদ31೧4݆1ೖࣰ（ࢬࣰ）

ࢬদ39೧4݆1ೖࣰ（ࢬࣰ）

ࢬฑ成2೧4݆1ೖࣰ（ࢬࣰ）

ࢬฑ成12೧4݆1ೖࣰ（ࢬࣰ）

ࢬฑ成21೧4݆1ೖࣰ（ࢬࣰ）

 

参考 平成 27 年 10᭶ 23᪥ 教育ㄢ⛬㒊会幼児教育㒊会㈨ᩱ 9を参考にస成 
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幼稚園教育要領は、昭和 23 年に保育要領として、幼児教育の指針として刊行されて以来、5度の改

定が行われてきた。その中では、幼児期の発達の特徴に合わせた、教育支援の方法が示されてきたが、

平成 10年度の改定では、教師が計画的に環境を構成すべきことや、活動の場面に応じて役割をはた

すことが明確化された。また、小学校との連携についても明示されている。 

また、平成 20 年度の改定では、幼小の円滑な接続を図るため、規範意識や思考力の芽生えなどに

関する指導の充実が求められるようになった。 

3：キー・コンピテンシー 

規範意識や思考力の芽生えは、情報化社会においては、情報機器に触れることで探究心から思考力

へと成長を促すことも可能ではないだろうか。 

学びの接続性は、図 2に示すような、キー・コンピテンシー（生涯を豊かに生きる力）を参考にす

ることができる。  

 

【図２】キー・コンピテンシー（生涯を豊かに生きる力）の育成

就学前 小・中・高校 大学等

探求 思考力 思考力

コミュニケーション
言語・記号・テキスト

の活用
ツールを複合的に活用

する

健康 自己管理 自律的に行動する

貢献 他者と関わる

所属感 参加と貢献

自身を持ち、他者と繋が
り、能動的に活動する、
生涯にわたる学習者

社会での対人関係形成
能力

国立教育政策研究所 社会の変化に対応する資質や能力を育成する教育「就学前、初中等、高等教育段階におけるキー・コンピテンシー
の連続性」h t t p s : / / w w w . n i e r . g o . j p / k a i h a t s u / p d f / H o u k o k u s h o - 5 . p d f より作図

 

 

4：研 究 

目 的 

幼児教育現場において、情報機器の導入が進まないのは、導入方法がわからないという教員が多い。

そこで、幼稚園教育要領に基づき、子どもの発達に情報機器の導入のあり方を検証するため、タブ 

レットを使った幼児向けの活動を将来、保育・幼児現場で就職を希望する学生に実施する。その結果

の感想をもとに、幼児教育現場での情報機器の活用の効果を明らかにする。 
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実施期 平成 29年 6᭶ 

ᑐ  ㇟ ㏆␥ᆅ方 Aᕷの幼児教育・保育ኈ㣴成 短期大学、ᑓ㛛学校学生 計 71ྡ 

方  法 ձタブレットに、動≀や果≀の画ീをணめྲྀり㎸ࢇでおき、その୍㒊ศをᣑ大してぢせる。 

     ղ教師役からの発ヰࠗఱⰍかな㸽࠘ࠗ どࢇな大きさかな㸽࠘とၥいかける。 

     ճそのᚋ、画ീがఱかをࢬࢡᙧᘧでၥいかける。 

     մ活動⤊ᚋ、活動の効果を検証するため㉁ၥ⣬を㓄ᕸし、ゎ⟅を求める。 

 

࠙図  図ࢪー࣓実㦂 ࠚ3

にʹࢢ
ᶅのҲ෨をͦݡる͞とで、৯や形͵ʹのͦ͠るɽ
ᶆๅحؽを自༟に作ͦ͠る͞とで、༹ʓ͵ֱౕやき͠をֺ͢͞とができるɽ

эࢢʹのັڷ・関ৼを高Όるɽ

 

結 果 

㉁ၥ⣬は、↓グྡ方ᘧで行い、ձᅇの活動は幼児期どのようなᙳ㡪をえると思うか。ղ幼児教

育現場ෆおいて情報機器の活用がዲましࡃないと思う⌮⏤はఱか。というタၥにᑐし、᭱もᙜてはま

るものを㑅ᢥしてもらった。そのを㑅ࢇだものには、その⌮⏤をグ㏙でᅇ⟅するように求めた。 

結果、71ྡからの᭷効なᅇ⟅をᚓた。 
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ձ ᅇの活動は幼児期どのようなᙳ㡪をえると思うか。(n=71) 

 ᅇの活動の結果、図㸲に示した㏻り、情報機器を導入することで、ࠕ想ീ力がつࠖࡃと思うは、

33ྡ(46%)᭱も多かった。続いて、ࠕ≀の▱識が向ୖするࠖと思うが 14ྡ(20%)あった。ࠕ子どもྠ

ኈのὶの促進ࠖが 情報機器の使い方を⌮ゎࠖがࠕ、(13%)9ྡ 7ྡ(10%)となった。 

 情報機器の導入は、ࠕいいᙳ㡪がないࠖは 4 ྡ(5%)であった。そのの⮬⏤では、ᴦしྲྀࡃり⤌め

ると思う、達と関わらなࡃなるのではいかと思うという意ぢがあった。 

࠙図 4  ࠚ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ղ幼児教育現場ෆおいて情報機器の活用がዲましࡃないと思う⌮⏤はఱか。(n=71) 

 ᅇの活動の結果、図 5 に示した㏻り、情報機器の活用がዲましࡃない⌮⏤として、ࠕ┤接య㦂の

Ḟዴࠖが、25 ྡ(35%)で᭱も多かった。続いて、ࠕ⮫場感がないࠖが 15 ྡ(21%)であった。ࠕ▱識だけ

のワめ㎸ࡳになるࠖが るࠖがࡂ情報機器に㢗りすࠕ、(18%)13ྡ 8ྡ(11%)となった。 

 情報機器の活用に、ࠕዲましࡃない⌮⏤はないࠖは 4 ྡ(6%)であった。そのの⮬⏤では、情報機

器の活用は教員ഃの指導力にᙳ㡪をཷける、情報機器の導入の㈝用面が心㓄といった意ぢがあった。 

࠙図  ࠚ5
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㸳：ࡵࡲ 

ᑡ子㧗㱋化、情報化社会のຍ㏿度的なኚ化により、⚾たࡕの生活環境は目まࡄるしࡃኚ化してい

る。子どもたࡕをྲྀりᕳࡃ環境のኚは、子どもたࡕの㐟びのෆᐜやே㛫関ಀにも大きなᙳ㡪を

えてきた。情報化社会の中では、情報が⁄れかえり、その情報の中から、ᚲ要な情報をྲྀりฟし活

用するᚲ要がある。子どもたࡕのே㛫関ಀは希ⷧ化し、情報化が進ࡴ中、ṇしࡃ情報機器を活用す

るࣔࣛࣝとࣜテࣛシーがᚲ要なる。 

キー・コンピテンシーにも示したように、生涯を豊かに生きるためには、就学๓からの学びがᚲ

要である。幼稚園教育要領や学⩦指導要領にもあるように、学びの連続性を㋃まえた、幼児期の情

報機器の学⩦がᚲ要なる。 

情報機器の導入は、実㝿に触れることのできない動≀や、ୡ⏺中のᬒⰍを㌟㏆に感じさせるなど、

想ീ力をᣑࡆる可能性があることとྠに、┤接య㦂のḞዴもᠱᛕされる。 

幼児教育現場において、情報機器を活用する㝿に、┤接య㦂につながる動機づけとしての活用が

効果的なのではないだろうか。 

ᚲ要なことは、学びの連続性の中で、情報機器の導入で可能性がᣑがること、そのୖで、┤接的

య㦂で、そのᚋの学びを῝める指導こそが求められている。 
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